
近年の造血幹細胞移植医療の進歩とともに、早期の治療関連死亡が減少し長期生存者数が増加しています。長期
生存患者さんについては、晩期合併症の管理や社会復帰への支援が重要な課題となっています。
慢性移植片対宿主病（慢性GVHD）の管理のみならず、感染症、二次がん、生活習慣病などの管理も重要です。
また、社会復帰を目指す患者さんの受診の利便性から、移植施設と地域のかかりつけ医の連携は必要不可欠です。

かかりつけ医の先生には、以下のような診療をお願いしております。

・風邪などの軽症のイベントへの対応

・生活習慣病（高血圧・糖尿病・高脂血症など）のチェックと管理

・がん検診（各施設で可能なもの）

・予防接種（各施設で可能なもの）

地域全体で連携を行い、幹細胞移植の患者さんを支えて行きたいと考えております。



地域のかかりつけ医マップ

かわたに医院

鳥取県米子市車尾南１丁目８－３０

０８５９－３５－８８８８

クリニックこくふ

鳥取県鳥取市国府町新通り２丁目２０２

０８５７－５０－１３２８

鳥取県立中央病院

https://www.kawataniclinic.com/
http://www.ckokufu.smz-hp.net/index.html

